
２）現状の水害リスク情報や取り組み状況の共有

資料3



（１）現状の水害リスク情報
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過去の被害情報
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■昭和34年9月の伊勢湾台風以降、木曽三川下流部においては、大規模な浸水被害は発生してい
ない。

発生年月日 気象要因 被災状況

昭和34年9月 台風15号 伊勢湾台風（台風15号）による高潮や洪水で、各地で甚大な被害発生
揖斐川支川牧田川の根古地地先で再び決壊
長良川流域浸水戸数7,900戸、揖斐川流域浸水戸数15,000戸

昭和51年9月 台風17号 台風17号と前線の影響により、長良川安八町大森地先及び支川伊自良川で決壊
長良川流域浸水戸数59,500戸、揖斐川流域浸水戸数18,286戸

昭和58年9月 台風10号、前線 台風10号と秋雨前線の影響により大雨、木曽川美濃加茂市、坂祝町及び可児市等
で越水 被害家屋4,588戸

平成14年7月 台風6号 揖斐川の出水 浸水戸数738戸

平成16年10月 台風23号 長良川上流、大谷川で氾濫 浸水戸数586戸

平成23年9月 台風15号、前線 木曽川で記録的な大雨 浸水戸数143戸（うち、内水氾濫19戸）

桑名市長島町白鶏地先

←揖斐川←揖斐川

←長良川←長良川

←木曽川←木曽川

昭和34年9月 伊勢湾台風



木曽川水系における治水計画の考え方
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■木曽川水系においては、将来の河川整備の目標を定めており、この実現に向け、当面（概ね30年
間）実施すべき河川整備の内容を定めた河川整備計画に基づき、計画的に事業を進めている。

■平成27年関東・東北豪雨では、総雨量500mmを超える豪雨により、流下能力を上回る洪水となり、
堤防の決壊、氾濫流による家屋の倒壊・流出、広範囲かつ長期間の浸水が発生するとともに、多数
の孤立者が発生する事態となった。

■今後、気候変動の影響により、このような施設の能力を上回る洪水の発生頻度が高まることが懸念
される。

河川名 基準
地点

当面の目標（河川整備計画） 【参考】
整備目標とす
る洪水の代表
観測所での総

雨量
（mm）

将来の目標（河川整備基本方針）

整備目標とする洪水 河道整備
流量

（m3/s）

計画規
模

基本高水
ピーク流量
（m3/s）

計画高水
流量

（m3/s）

木曽川 犬山 昭和58年9月洪水と同規模 12,500 413（恵那） 1/200 19,500 13,500

長良川 忠節 平成16年10月洪水と同規模 7,700 383（白鳥） 1/100 8,900 8,300

揖斐川 万石 平成14年7月洪水と同規模
昭和50年8月洪水と同規模※

3,900
3,500

562（根尾）
645（諸家）

1/100 6,300 3,900

※揖斐川は、降雨が本川に集中するパターン（3,500m3/s）、支川根尾川に集中するパターン（3,900m3/s）が
発生しても安全に流下させることを目標に設定。

木曽川水系における治水計画の目標規模



氾濫シミュレーション
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■木曽三川下流部の浸水想定区域図は、木曽川については概ね200年に1回程度、長良川、揖斐
川については概ね100年に1回程度起こる大雨が降ったことにより、それぞれの河川が氾濫した場合
に想定される浸水の状況をシミュレーションにより求めたもので、木曽川下流河川事務所のＨＰで公
表している。

■国土交通省ハザードマップポータルサイトにより、全国の市町村の洪水や津波等、様々なハザード
マップを検索・閲覧することができる。

（平成23年3月７日告示）

浸水想定区域図（HPより） 国土交通省ハザードマップポータルサイト（HPより）



氾濫シミュレーション（現在検討中）
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■現在、想定し得る最大規模の降雨による洪水浸水想定区域や、家屋の倒壊・流失をもたらすような
堤防決壊に伴う激しい氾濫流や河岸侵食が発生することが想定される区域（家屋倒壊等氾濫想定
区域）等の公表に向け、鋭意検討中。

想定最大規模・家屋倒壊等氾濫想定区域の浸水想定区域図（事例：鈴鹿川水系）



重要水防箇所
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■現在の堤防の高さや幅、過去の漏水などの実績などから、危険箇所を早期に発見するために、あら
かじめ水防上特に注意を要する区間を定め、重要度に応じて重要水防箇所として指定している。

重要度Ａ
水防上最も重要な区間

重要度Ｂ
水防上重要な区間

重要
水防
箇所

重要度Ａ、Ｂの中から総合的に判断して、水防時に
重点的に監視又は巡視すべき区間を重点区間とし
て設定。
※過去の経験から注意を要する区間を要注意箇所
として設定。

平成28年度 重要水防箇所



（２）現状の減災に係る取り組み状況等
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洪水時における河川管理者からの情報提供等の内容及びタイミング
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■木曽川水系では、避難勧告の発令判断の目安となる氾濫危険情報の発表等の洪水予報を実施し
ている。

■はん濫危険水位は、受け持ち区間内の危険箇所において氾濫がはじまる水位を基準水位観測所
の水位に換算し、避難に必要な時間を考慮して設定している。

水防団が水防活動の準備を始める目安
となる水位。

のり崩れ、洗掘、漏水などの災害が発生
する危険性がある水位。水防団が出動
して河川の警戒にあたる水位。

市町村長による避難勧告等の発令判断
の目安であり、住民の避難判断の参考に
なる水位。

水防団待機水位

はん濫注意水位

避 難 判 断 水 位

はん濫危険水位

市町村長による避難準備情報の発令判
断の目安であり、住民のはん濫に関する
情報への注意喚起になる水位。

洪水予報の基準となる基準観測所水位



トップセミナー・共同点検
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■木曽川下流河川事務所では、昨年9月に発生した関東・東北豪雨を受け、沿川自治体の首長を支
援する緊急行動として「トップセミナー」を、地域住民を支援する緊急行動として、沿川自治体、消防
団、自治会等とともに「共同点検」を実施した。

トップセミナー

実施日 対象

トップセミナー 平成27年10月13日 沿川5市町

共同点検 平成27年11月7日 海津市

平成27年12月20日 愛西市
弥富市

平成28年1月24日 桑名市

共同点検

海津市

愛西市・弥富市

桑名市
※第10回木曽三川下流部高潮・洪水災害広域

避難検討会において実施。



避難勧告の発令（タイムラインの策定）
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■台風の接近・上陸に伴う洪水を対象とした避難勧告の発令等に着目したタイムラインを順次整備中。

タイムライン（例：桑名市・弥富市）

木曽川下流河川事務所 住民等桑名市気象・水象情報

水防団待機水位到達
木曽成戸水位観測所（水位4.40m）

氾濫注意水位到達
木曽成戸水位観測所（水位5.80m）

避難判断水位到達
木曽成戸水位観測所（水位8.70m）

洪水予報（氾濫注意情報）

洪水予報（氾濫警戒情報）

水防警報（準備）

避難勧告

避難準備情報

○10分ごとに河川水位、雨量、

降水短時間予報を確認

○避難所開設の準備

堤防天端水位到達・越流 洪水予報（氾濫発生情報）

避難指示 避難完了

要配慮者避難開始

○避難が必要な状況が夜間・早朝の場合は、避難準備
情報の発令判断

○必要に応じ、助言の要請

避難開始

○水防活動状況報告

緊急復旧、堤防調査委員会設置

○要配慮者施設、大規模事業
者に洪水予報伝達

○災害対策機械の派遣要請
○災害対策機械の派遣

○テレビ、ラジオ、インターネット等に
よる気象警報等の確認

○防災無線、携帯メール等による避難準
備情報の受信

○避難の準備
（要配慮者以外）

○テレビ、インターネット、携帯メール
等による大雨や河川の状況を確認

○防災無線、携帯メール等による
避難指示・避難勧告の受信

【注意体制】

【警戒体制】

【非常体制】

○漏水・侵食情報提供

○自衛隊への派遣要請

○避難者への支援

○ハザードマップ等による避難所・避
難ルートの確認

避難解除

○水門操作人への指示
○防災グッズの準備

○自宅保全

○大雨特別警報の住民への周知

出動水位到達
木曽成戸水位観測所（水位6.40m）

水防警報（出動）

○巡視活動状況報告

災害対策本部体制
（第３次配備）非常体制

台風の接近・上陸に伴う洪水を対象とした避難勧告の発令等に着目したタイムライン（防災行動計画）（H28年5月）
木曽川水系木曽川【桑名市】木曽川下流河川事務所

‐72h

‐48h

‐24h

‐18h

0h
台風最接近

※２ 都道府県からの情報もあるが、割愛している。
※１ 水位変動に伴う時間軸は台風進路予測の修正等により想定困難なため、設定しないものとする。また、０hは台風の進路、雨の降り方等により水位上昇は一様で無いため、上下に変動するものとして設定している。

氾濫発生
○ホットライン（支援要請等の確認）
○TEC‐FORCE派遣・活動

○被害状況・調査結果等の公表

○災害協定業者の派遣

○被害状況の把握（ヘリコプターや防災エキスパート等
による迅速な状況把握）

○TEC‐FORCE派遣準備

○堤防調査委員会の委員へ情報提供（本局）

○許可工作物の占用者等への安全確認

○堤防兼用道路(ｱﾝﾀﾞｰﾊﾟｽ等)の通行規制準備

○工事現場の安全管理の確認

○災害協定業者へ連絡体制等の確認

○防災エキスパートへ連絡体制等の確認

○水門・排水機場等の操作人員・連絡体制等の確認

○リエゾンの準備・派遣

◇台風予報（随時）

◇台風に関する三重県気象情報（随時）
○台風に関する説明会（随時）

○台風に関する気象庁記者会見

■台風の接近に関する情報

◇大雨警報・洪水警報

◇大雨注意報・洪水注意報

◇土砂災害警戒情報
◇暴風警報
◇記録的短時間大雨情報
◇大雨特別警報

○災害対策用資機材・復旧資機材等の確保

■その他の防災気象情報

○流域内のダム等の状況確認

災害対策本部体制
（第２次配備）警戒体制

災害対策本部体制
（第１次配備）準備体制

○資材(土のう等)の確認

○水防役割の確認
○浸水箇所等の点検
○消防団等への注意喚起

○水門操作人への注意喚起
○防災・危機管理課連絡要員の
配置
○土木課連絡要員の配置

○情報連絡活動

○休校の判断、体制の確認等
のための情報収集

○状況に応じた体制

○休校の決定

○警戒等の情報伝達

洪水予報（氾濫危険情報）氾濫危険水位到達
木曽成戸水位観測所（水位8.90m）

○ホットライン（異常発見時）

○重点監視区間の巡視開始

○ホットライン（避難判断水位到達、今後の状況等）

○ホットライン（津気象台）
（土砂災害警戒情報、
氾濫危険情報、大雨特別警報発表時）

○ホットライン（氾濫危険水位到達、今後の状況等）

水防警報第一段階（準備）

○幹部の出動

水防警報第二段階（出動）

○全職員の配置

○消防団員の出動

水防警報第三段階（解除）
（氾濫注意水位以下となり水防
作業の必要がなくなった時点）

○水防活動の終了

○団員の出動（水防本部長
が必要と認めた場合）

○桑名建設事務所への水
防作業開始報告

○消防団指示

○1時間ごとに河川水位、雨量、降水短時間予報を確認

○ホットライン（水位上昇が見込まれる等、今後の状況）

木曽川下流河川事務所 住民等弥富市気象・水象情報

水防団待機水位到達
木曽成戸水位観測所（水位4.40m）

氾濫注意水位到達
木曽成戸水位観測所（水位5.80m）

避難判断水位到達
木曽成戸水位観測所（水位8.70m）

洪水予報（氾濫注意情報）

洪水予報（氾濫警戒情報）

氾濫危険水位到達
木曽成戸水位観測所（水位8.90m）

洪水予報（氾濫危険情報）

水防警報（準備）

○消防団出動準備

災害対策本部体制
（第３非常配備）

避難勧告

避難準備情報

○10分ごとに河川水位、雨
量、降水短時間予報を確認

○１次避難所開設準備

堤防天端水位到達・越流 洪水予報（氾濫発生情報）

避難指示

要配慮者避難開始

○避難が必要な状況が夜間・
早朝の場合は、避難準備情
報の発令判断

○必要に応じ、助言の要請

○連絡要員の配置

避難開始

○当番班の部長、次長級職員、
総務部長の配置

○水防活動状況報告

○休校の判断、体制の確認等

緊急復旧、堤防調査委員会設置

○要配慮者施設に洪水予
報伝達

○災害対策機械の派遣要請
○災害対策機械の派遣

○テレビ、ラジオ、インターネット等に
よる気象警報等の確認

○防災無線、携帯メール等による避
難準備情報の受信

○避難の準備（要配慮者以外）

○テレビ、インターネット、携帯メール
等による大雨や河川の状況を確認

○防災無線、携帯メール等による避
難指示・避難勧告の受信

【注意体制】

【警戒体制】

【非常体制】

○漏水・侵食情報提供

○消防団等への注意喚起

○自衛隊への派遣要請

○避難者への支援

○ハザードマップ等による避難所・避
難ルートの確認

避難解除

○災害・避難カードの確認

○防災グッズの準備

○自宅保全

○大雨特別警報の住民への周知

出動水位到達
木曽成戸水位観測所（水位6.40m）

水防警報（出動）

○当番班職員の配置

○巡視活動状況報告

○全職員の配置

○消防団出動

○１次避難所開設

○２次避難所開設

○２次避難所開設準備

○気象予報警報等の情報及び対策通知を受領した場
合は、同報無線、HP、ツイッター、登録制メールで住民
に伝達

情報収集体制

○危機管理課の配置

○TEC‐FORCE派遣準備

○堤防調査委員会の委員へ情報提供（本局）

‐72h

‐48h

‐24h

‐18h

0h
台風最接近

○許可工作物の占用者等への安全確認

○堤防兼用道路(ｱﾝﾀﾞｰﾊﾟｽ等)の通行規制準備

○工事現場の安全管理の確認

○災害協定業者へ連絡体制等の確認

○防災エキスパートへ連絡体制等の確認

○水門・排水機場等の操作人員・連絡体制等の確認

○リエゾンの準備・派遣

◇台風予報（随時）

◇台風に関する愛知県気象情報（随時）
○台風に関する説明会（随時）

○台風に関する気象庁記者会見

■台風の接近に関する情報

◇土砂災害警戒情報
◇記録的短時間大雨情報

◇大雨特別警報

○災害対策用資機材・復旧資機材等の確保

■その他の防災気象情報

○流域内のダム等の状況確認

○ホットライン（支援要請等の確認）
○TEC‐FORCE派遣・活動

○被害状況・調査結果等の公表

○災害協定業者の派遣

○被害状況の把握（ヘリコプターや防災エキスパート等
による迅速な状況把握）

台風の接近・上陸に伴う洪水を対象とした避難勧告の発令等に着目したタイムライン（防災行動計画）（H28年5月）
木曽川水系木曽川【弥富市】木曽川下流河川事務所

※２ 都道府県からの情報もあるが、割愛している。
※１ 水位変動に伴う時間軸は台風進路予測の修正等により想定困難なため、設定しないものとする。また、０hは台風の進路、雨の降り方等により水位上昇は一様で無いため、上下に変動するものとして設定している。

○ホットライン（異常発見時）
○重点監視区間の巡視開始

○ホットライン（避難判断水位到達、今後の状況等）

○ホットライン（氾濫危険水位到達、今後の状況等）

○ホットライン（名古屋地方気象台）
（土砂災害警戒情報、
氾濫危険情報、大雨特別警報発表時）

避難完了

○1時間ごとに河川水位、雨
量、降水短時間予報を確認

◇大雨注意報・洪水注意報 災害対策本部体制準備
体制（第１非常配備）

◇大雨警報・洪水警報・暴風警報 災害対策本部体制設置
（第２非常配備）

氾濫発生



住民への情報提供（動く高潮・洪水ハザードマップ）
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■木曽川下流河川事務所では、群馬大学災害社会工学研究室（教授：片田敏孝）と共同で、木曽
三川下流域で高潮・洪水氾濫が発生した場合の様子をシミュレーションで確認できる「木曽三川下
流域『動く』高潮・洪水ハザードマップ」を作成し、HPで公表。

■動くハザードマップでは、地域全体を対象としたシミュレーションを確認できるだけでなく、閲覧者が
自宅の位置や避難のタイミング、避難経路を入力することで、その場で範囲的な避難シミュレーショ
ンを実施することができ、個人の避難行動を評価する機能を有している。



住民への情報提供（動く高潮・洪水ハザードマップ）

12



住民への情報提供（地上デジタルデータ放送）

■地域住民の適切な避難行動に役立ててもらうために、雨や川の水位などの情報を各放送局と協力
して地上デジタルテレビのデータ放送を実施。手軽が情報ツールとして、広報に取り組んでいる。

１ ２ ３

４ ５ ６

７ ８ ９

10 11 12

d

＋

－

①デジタルテレビリモコンの「d」ボタンを押します。

②テレビ画面の河川水位・雨量情報を選択します。

13

③河川の水位・雨量情報が表示されます。

地上デジタルデータ放送による河川情報等の入手方法



住民への情報提供（「川の防災情報」のリニューアル）

14

■「住民目線のソフト対
策」として、住民の方々
自らが避難に必要な情
報をいち早く入手し、水
害のリスクを察知して
主体的に避難していた
だけるよう、平成28年3
月に「川の防災情報」
をリニューアル。

「川の防災情報」の主な追加機能

XRAIN情報の
表示

市町村単位での表示

洪水の浸水想定区域図の表示



水防災に関する意識啓発活動
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■地域住民の防災意識の向上を目的に、例年、「防災フェア」を開催。

■木曽三川下流部で起きた自然災害や濃尾平野の成り立ちをわかりやすく学び、そのような自然災
害が起きた時、どのようにして命を守ることが出来るのかを考えてもらうための小学生向けのテキスト
を、木曽三川下流部の小学校に配布。

防災フェア（平成27年7月） 小学生向け防災テキスト（木曽川下流河川事務所HP）



河川水位等に関する情報提供

16

■現在、4箇所のライブカメラの映像を木曽川下流河川事務所HPで公開。

■今後、より多くのライブカメラ映像を公開していく予定。

ライブカメラ映像の公開



水防団との連携強化（重要水防箇所の合同巡視）
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■出水時、水防上特に注意を要する箇所（＝重要水防箇所）は河川整備状況を鑑み毎年見直しを
行っている。

■沿川自治体職員、消防団員と重要水防箇所等の情報共有を図るため、合同巡視を実施し、連携
強化を図っている。

重要水防箇所の合同巡視実施状況（平成27年度）

実施日 参加者

桑名市 平成27年6月5日 市職員・消防署

愛西市・弥富市 平成27年6月8日 市職員・消防署

海津市・羽島市 平成27年6月17日 市職員・消防団

海津市・羽島市愛西市・弥富市桑名市



水防資機材の整備

18

■水防資機材については、水防管理団体が水防
倉庫等に備蓄しているが、河川管理者が持つ資
機材も、水防計画に基づき緊急時に提供してい
る。

■水防団等と河川管理者が連携して的確な水防
活動を推進するため、資機材に係る情報共有し、
適切な配置の検討・対策等を進める必要がある。

水防備蓄材備蓄箇所及び数量
（平成28年4月時点）

防災センター

水防活動スペース

城南河川防災ステーション(H26年完成)

備蓄ブロック

ヘリポート



災害対策用機械の配備
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■中部地方整備局では、地方公共団体からの依頼に基づき、保有する災害対策用機械を派遣する
など災害支援を行っている。

対策本部車 待機支援車 排水ポンプ車 照明車

橋梁点検車 応急組立橋 衛星通信車

配置先 対策
本部
車

待機
支援
車

排水
ポン
プ車

照明
車

橋梁
点検
車

応急
組立
橋

衛星
通信
車

分解
型ﾊﾞｯ
ｸﾎｳ

合計

中部地方整備局 8 7 36 34 3 5 6 1 101

木曽川下流河川事務所 0 1 4 3 0 0 0 0 8



災害対策用機械の操作訓練

20

■全国各地で風水害及び地震による被害が多発して
いる中で、本地域においても国、県、市町が連携し、
異常気象時等の防災・減災に向けた迅速な対応が
必要であることから、三重県建設業協会、国土交通
省職員及び県、市町職員を対象に災害対策用機
械の操作技術を習得することを目的に、災害対策
用機械の操作訓練を実施。

三重ブロック災害対策用機械等操作訓練実施報告
（平成27年7月23日：海蔵川河川敷）

排水ポンプ車操作説明状況

照明車操作訓練状況 衛星通信車、Ku-sat操作説明状況



広域防災ネットワーク構築に向けた対策

21

■迅速な復旧活動に必要な「木曽三川下流部広域防災ネットワーク構築のための対策メニュー」を

平成23年12月に取りまとめ、順次対策を実施中。

橋梁と堤防天端の間の通行対策

揖斐長良大橋（国道23号）

（揖斐川右岸2.8k付近）

坂路設置による橋梁部への接続

対策前

対策後

平面交差されていない不通区間

「災害時の河川堤防等の復旧のための
高速道路区域の一時使用に関する協定」を締結

高速道路より堤防への資機材搬入イメージ

木曽川下流河川事務所とNEXCO中日
本桑名保全・サービスセンターとの間で

平成25年４月15日に締結

訓練実施状況



木曽三川下流部高潮・洪水災害広域避難検討会

22

■計画規模を超えるような高潮・洪水により、木曽三川下流部が広域に浸水しても、犠牲者ゼロを実
現することを目的に、H25年1月、管内5市町とともに「木曽三川下流部 高潮・洪水災害広域避難
検討会」を設立し、広域避難実現に向けた方策を検討。

＜オブザーバー＞

＜アドバイザー＞
群馬大学広域首都圏防災研究センター長
片田敏孝教授

＜参加メンバー＞
桑名市、木曽岬町、弥富市、海津市、愛西市
中部地方整備局 河川部
木曽川下流河川事務所

広域避難検討会

防災サミット（H26年9月23日）
アクションプラン策定

（第９回検討会：平成27年10月13日）
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洪水の貯留を開始する流量 350 m3/s

洪水時最高水位 EL.976.0m

洪水貯留準備水位 EL.965.5m

（ｍ3/s） （EL．ｍ）

貯水位

６（日） ７（月） ８（火） ９（水） １０（木） １１（金） １２（土）

最大流入量 約635m3/s
（9（水）18:00）

最高貯水位 EL.972.9m（12（土）17:00）※

流入量

放流量

最大流入時放流量 約345m3/S
（9（水）18:00）

洪水を貯留

さらに貯留

ダムによる防災操作

23

■洪水調節機能を有するダムにおいては、ダム下流域
の被害軽減を図るため、防災操作（洪水調節）を実施。

平成27年関東・東北豪雨時における
川俣ダム（国土交通省管理）での防災操作

貯水状況（平成27年9月11日撮影）

流

量

貯

水

位

※記載の数値は速報値であり、後日変更する場合があります。 ※最高貯水位は、1cm単位を四捨五入しています。



洪水を安全に流すためのハード対策

24

■「洪水を安全に流すためのハード対策」と「危機管理型ハード対策」として、今後概ね5 年間で実施
する対策内容について、平成27年12月24日に公表。


